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大すき西城！ゆめの町 （つくりたいものをつくる・鑑賞）３ 題材名

４ 題材について

○ 本学級の児童は，図工の学習を心待ちにし 「どんな作品にしようかな 「早くやって， 」，

みたい」など，実際の活動においても意欲をもって熱中して取り組むことができる。７月

に実施したアンケート調査でも 「ものをつくるのがすき」と９割の児童が感じているこ，

とが分かった。また，１学期に学習した造形遊び「発見！見えた見える○○に」では，学

校生活の中で日頃から見慣れているものに着目し，見方を変えると様々なものに見えるこ

とに気づき，関心をもって取り組んでいた。鑑賞の場面では，児童同士がそれぞれの作品

を紹介し合い，自分の表現と比べたり，新たな発見をしたり違った見方を感じたり，友だ

ちの表現のよさを認め合ったりするなど，鑑賞の楽しさを味わわせることができた。しか

し，全体的には自分が表したいことを自分らしく作品に表すことができたという満足感を

十分に味わうところまでには至っていない。また，友だちと協力し，かかわり合いながら

テーマに向かって作品に取り組む態度は十分に育っていない。

○ 本題材は西城町の未来を想像し，夢をいっぱいにふくらませながらみんなで住んでみた

い町を構想し，実際に友だちと協力してつくりたいものをつくったり，鑑賞を通してお互

いの作品のよさや発想のおもしろさに気づいたりしていく活動である。自分たちが考えた

未来の西城を作品に表す中で，こんな町に住んでみたいという思いをふくらませ，発想し

たことを生かせるように構想計画を立てる。この活動では，作品に適した材料や用具，作

り方を考えていく態度が育っていくと考える。また，共通のテーマに向けて友だちとかか

わり合いながら作品を仕上げたり，鑑賞したりする中で，自分なりの作品に対する思いや

願い，考え方が確かなものになっていく姿が期待できる。さらに，地域の観光協会や社会

教育の専門員の方からのアドバイスや，出来上がった作品の公民館展示などの計画をして

いただく中で，見通しをもって意欲的に取り組むことができる題材である。

○ 指導にあたっては，まず，児童一人一人の夢や願いをはっきりともたせ 「西城ゆめの，

町構想プラン」を全員で話し合う活動から始めていく。つくる活動の中では，自分たちが

表したい作品に適した材料を選択したり，工夫しながらグループで共同して活動したりし

ていく。鑑賞の場では，それぞれの作品を紹介し合い，自分の表現と比べたり，新たな発

見をしたり，違った見方に気づいたり，友だちの表現のよさを認め合ったりするなど，鑑

賞の視点を明確にし，対話を基調とした鑑賞の時間を保障していきたい。



５ 研究主題との関連

生き生きと自己表現する西城っ子を求めて

～豊かな発想をし，自己肯定感を高める造形活動を通して～

Ⅰ 題材に出合い，思いをふく Ⅱ 自分の思いのままに表現 Ⅲ 認め合い，学び合う学習

らませていく工夫 し，つくりだす喜びが実感 集団づくりと評価のあり方

できる指導・支援のあり方

○「西城ゆめの町構想プラン」 ○ 地域の観光協会や社会教 ○ 夢のある町づくりに向

を計画する過程において，夢 育の専門員の方からのアド けて，多様な意見や考え

や願いをもとにつくりたいも バイスや，出来上がった作 を認め合える雰囲気を大

ののイメージをもたせる。 品の公民館展示などの計画 切にさせる。

○ 作品構想マップをもとに話 をしていただく中で，見通 ○ 構想マップ・つぶやき

し合い，作品に表したいとい しをもって意欲的に楽しみ ・評価カードなど児童一

う意欲をもたせる。 ながら取り組ませる。 人一人の学びと育ちの変

容を評価していく。

【ことばの教育との関連】

○ 「作品構想マップ」に，発想したことや願い，思いを書く力を育てる。

○ 自分の作品に対して，思いや考えをＰＲカードにまとめ，自分の言葉で伝え合う力を育

てる。

○ 友だちの作品について関心をもち，積極的に意見交流しようとする態度を育てる。

６ 題材の目標

○ みんなで住んでみたい夢の町づくりに興味・関心をもち，作品づくりに意欲的に取り組

もうとする。

○ どんな町に住みたいのか，自分の思いや考えをもち，構想をする。

○ 発想したことが作品に生かせるように適した材料・用具・つくり方を選択し，工夫しな

がら制作する。

， ， 。○ つくった作品を鑑賞する中で 自分や友だちの工夫やよさに気づき お互いに伝え合う



７ 題材の評価規準

ア 造形への イ 発想や構想の ウ 創造的な技能 エ 鑑賞の能力

関心・意欲・態度 能力

① 身のまわりの材 ① 自分の思いや考 ① 材料の特徴を生か ① 自分や友だちの

料を集め，つくり えを出し合い，ゆ しながら，工夫して 作品について，鑑

だす喜びを味わい めの町を構想して 表している。 賞の視点をふまえ

ながら楽しくつく いる。 ② 用具を正しく安全 表現のおもしろさ

ろうとしている。 ②「西城ゆめの町構 に扱いながら，つく やよさなどに気づ

② 自分たちの作品 想マップ」をもと っている。 いている。

のよさが伝わるよ に自分の思いや願

うに紹介したり， いをふくらませて

思いを伝えようと いる。

している。

８ 指導と評価の計画（全９時間）

学 習 内 容 評 価次

関 発 創 鑑 評価規準 評価方法（ ）時数

一 ○「西城ゆめの町」づくりに ○ ・ 「西城ゆめの町構想マッ 行動観察

ついて自分の願いや思いを プ」をもとに自分の思い（ ）３

作品構想マップに書く。 や願いをふくらませてい 構想マップ

。る

○「西城ゆめの町の構想プラ ○ ・ 自分の思いや考えを出 集めた材料

ン」について話し合う。 し合い，ゆめの町を構想

する。 発言

○「西城ゆめの町」づくりに ○ ・ 身のまわりの材料を集

必要な材料を身近なところ め，つくりだす喜びを味

から集める。 わいながら楽しくつくろ

うとしている。

二 ○ 発想したことが生かせる ○ ・ 材料の特徴を生かしな 行動観察

ように適した材料や用具， がら，工夫して表してい（ ）５

つくり方を選択しながら， る。 作品

友だちと相談したり協力し ○ ・ 用具を正しく安全に扱

， 。たりして，つくりたい未来 いながら つくっている

の町をつくる。

三 ○ 自分たちの作品を紹介し ○ 自分たちの作品のよさ 鑑賞カード・

合い，よさやおもしろさを が伝わるように紹介した（ ）１

交流する （本時） り，思いを伝えようとし 発言。

ている。

・ 自分や友だちの作品に 行動観察

○ ついて，鑑賞の視点をふ

まえ，表現のおもしろさ ＰＲカード

やよさなどに気づいてい

る。



９ 本時の展開

（１）本時の目標

「未来の西城」を表した作品を紹介し合い，その作品のよさやおもしろさを味わう。

（２）観点別評価規準

○ 自分たちの作品のよさが伝わるように紹介したり，思いを伝えようとしている。

○ 自分や友だちの作品について，鑑賞の視点をふまえ，表現のおもしろさやよさなど

に気づいている。

（３）準備物

指導者 段ボール，共同絵の具，段ボールカッター，紙粘土，カッターマット，

紙工用ボンド，ＢＧＭ，評価カード，

児童 作品「未来の西城 ，ＰＲカード，筆記用具，集めた材料」

ゲストティーチャー（西城町観光協会，社会教育専門員）

（４）学習の展開

指導上の留意点 評価規準

学習活動 【評価方法】

Ｔ１ Ｔ２

１ 前時の学習を想 ・ 前時までの学習活動 ・ 作品全体が見渡せ

起し，本時の学習 を想起させ，本時の学 る配置を確認する。

課題を確かめる。 習課題を明示する。

作品を紹介し合 ・ 西城の未来について ・ 個のつぶやきを必

い，よさを見つけよ 表現した作品のＰＲポ 要に応じて，全体へ

う。 イントを確認させ，意 と広げる。

おおむね満足欲を喚起させる。

できる状況２ 鑑賞の視点を確 ・ 鑑賞の視点（色・か ・ 鑑賞の視点を黒板

認する。 たち・キラリ）を確認 に掲示する。 ・自分や友だち

する。 の作品につい

３ 友だちの作品を ・ 鑑賞カードを活用し ・ 書くことに戸惑っ て，鑑賞の視点

鑑賞する。 ながら，意欲をもって ている児童には思い をふまえ，表現

取り組むように助言す を聞き，考えを引き のおもしろさや

る。 出していく。 よさなどに気づ

４ 自分たちの作品 ・ 感想交流を行う上で ・ 必要に応じて自分 いている。

ＰＲを行い，感想 いくつかの見方のポイ たちの作品のよさや 【鑑賞カード】

を交流する。 ントをわかりやすく提 工夫したことがみん

示する。 なによく伝わるよう



・ 自分たちの作品のよ に助言する。【作品ＰＲ例】

さや工夫したことがみ ・ 友だちの作品のよ・ 雨の日にも，いろ

んなによく伝わるよう さを認め，楽しく鑑いろなスポーツがで

に助言する。 賞し合える雰囲気をきるドーム型のスタ

・ 伝えたいことがはっ 大切にさせる。 ・自分たちの作ジアムを作りました。

きりしていない作品Ｐ 品のよさが伝わ遠くからも目立つよ

Ｒに関しては必要に応 るように紹介しうに屋根の部分は赤

じて助言し，励ます。 たり，思いを伝色にしました。

えようとしてい↓

・ 作品の工夫している ・ 必要に応じて，個 る。【感想交流例】

点やその作品から感じ のつぶやきを全体へ 【行動観察，発・ 現在の西城には，

られる内容面に関して と広げる。 言】このようなスタジア

考えたことの両面から ・ なぜ，その作品がムがないので，あっ

感想を伝え合うことを おもしろいと感じたたら楽しくなるし，

伝える。 のか理由も合わせて人もたくさん集まっ

・ 自分たちと他のグル 伝えられるよう助言てくると思います。

ープと違うところや工 する。・ 上手に材料を使っ

夫したところなどのよ ・ 発言に共感するなて屋根の部分を丸く

さに気づいたことを積 どしながら，協力ししています。目立つ

極的に発言させる。 てつくった喜びや成色を使っていること

・ 自分と違った表現の 就感を十分に味わわが工夫しているとこ

楽しさを味わわせる。 せるようにする。ろだと思います。

５ ゲストティーチ ・ ゲストティーチャー

ャーの考えや意見 （西城町観光協会，社会

を聞く。 教育専門員）の方から ・ 児童一人一人の思

の助言や評価が次の活 いや願い，つくった・ みなさんが考えた

動への意欲につながる 喜びや成就感が味わ未来の西城には，た

よう配慮する。 える雰囲気づくりをくさんの夢がつまっ

支援する。ていますね。

ぜひ，地域の方々

。に紹介して下さいね

６ 学習のまとめを ・ 感じたことや考えた

する。 ことを肯定的に評価す

る。 ・ 児童のつぶやきを・ 西城のことがもっ

必要に応じて全体にと好きになりました。

広げる。・ 私も将来，こんな

西城に住んでみたい

です。


